
【9月議会ちかざわ一般質問に対する大坪市長答弁】 

非正規公務員について 賃金格差・ジェンダー・公共の役割の点から問うということ

で ご質問いただきました。  

日野市の男女差ということで、正規職員については、これは基本的に賃金の体系は同

じであります。この差はおそらく管理職の人数から来ているのかなと思います。一方で 

会計年度任用職員については圧倒的に女性が多くて、多くが年収 200 万未満の形にな

っているということであります。「やりがい搾取」ということであります。 

ある本を読んで、例えば、国においてはハローワークの職員は、相談員はほとんど非

正規で、ごく一部の正規職員がいて、 相談員は例えばキャリアコンサルタントの資格

を取って一生懸命やるけど状況によってすぐ雇い止めされるという状況が起きている

ということで、ある意味ものすごい状況で、正規職員はわずかですから、すぐに異動し

てしまうということがあったということであります。 

そんな状況が、国ですけれども、自治体においてもどうなのかというふうに問われて

いるわけであります。 

先ほど総務部長から、労働条件に対して募集をした結果という申し上げ方をしました。 

募集の仕方が悪いんだろうという話になります。ただ難しいのは、例えば朝夕保育士み

たいなところで本当に短時間勤務でありますし、それから産休代替等を含めてフレキシ

ブルに、その都度その都度穴埋めしなきゃならない局面があった場合、なかなかそれは

正職というわけにいかない。正職で穴埋めできないこともありますから、その点につい

てはどうしても発生してしまうということがあるのかなということはご理解いただき

たいというふうに思います。 

その上で専門性と継続性を持った職種はどうなのかと。たとえば、子ども家庭支援セ

ンターで会計年度任用職員として働いていた専門性を持った方が正規の職員を面接を

受けて合格し、正規職員になったということがありました。 

そういう道は開いております。ただ多くの職場でがですね、そういう方々が会計年度 

任用職員であるまま専門性を持った形で依存している職場構造があるのは事実であり

ます。 



そこで難しいのは全体の定数管理という枠組みで自治体は拘束されていて、まして 

日野の場合は、市立病院もありということになりますので、非常に市立病院以外のとこ

ろに割く職員の数が少ないという苦しさはあります。 その中でどういう風に割り振り

していくのかという難しさがあってということかなというふうに思います。 

先ほど多摩市との比較をいただきましたが、おそらく多摩市はご自分で市立病院を持

っておりませんし、例えば保育園の数などもどうなのかなというのがありますから 一

概にパーセンテージだけで問えないのかという風に思いますが、これは調べていないの

で大きなことは言えません。 

いずれにしろ、今置かれた状況の中で議員がおっしゃいますように、強いられた形で

の現在の職務の配分があります。 

ただ学校図書館司書につきましては、先日の答弁におきまして、今後全校的展開を図

っていきますので、その中でどういう勤務形態があるかということは、余地はあるかと

いう風に思います。 

いずれにしろ 専門職のやりがい搾取という現象は日本全国であって、日野市におい

てもあります。その点で、いわゆるジェンダー平等などの観点や、それから、日野市は

貧困対策を打ち出している自治体でもあります。どうできるのか、かなり厳しい状況で

あります。財政的に厳しい状況の中で人件費をどう抑えるかという課題があって、その

中で 市立病院などがあってということであります。その中で専門職のやりがい搾取を

どう是正していくのかという課題がございます。 

なかなか、どうできるということはできません。けれどもいずれにしても基本的には

正規職員で欠員を埋めていくし、専門職も、なるべくなら、今、いわゆる正規雇用でと

いうことで、今、福祉職の通年的な意味での募集も行っております。そういう形で穴を

埋めていくことが必要かなという風に思っております。 

その上で、ただどうしても会計年度任用職員による専門職に依存せざるを得ない部分

があります。それをどうしていくかということについては課題としていただいて、やり

がい搾取と言われないような形にしていくという、そんな財政運営人事を行っていく必

要があるのかなというふうに思っております。 


